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かし, 1665年から1677年にかけて出版された彼の悲劇作品 (すなわち 『アレクサン ドル大王』
から 『フェードル』 まで) の序文に基づいて, その理論の骨組を知ることができる。 それら
のう ち, 「ベ レニス」 の序文が悲劇に対する ラシーヌの基本的な考えを示している。すなわち,
「悲劇において, 血が流れ人が死ぬこ とは, 決 して必要ではない。 筋の展開が壮大であり,
登場人物が英雄であり, 激しい情念が引き起こ され, そしてすべての人が, 悲劇のあらゆる
楽しみを成すあの荘厳な悲しみを強く感じられれば十分である」(2) と, ラシーヌはそこで明
言 している。 悲劇の価値は, 「荘厳な悲しみ」 によって特徴づけられるわけである。 この 「荘
厳な悲 しみ」 は単に道徳的教化を意図した感情ではな く , むしろ生理的な浄化作用を伴って
いる点に注意する必要がある。 そこでこの 「荘厳な悲しみ」 を生み出す悲劇の特質を明らか
にするために, ラシーヌは 『ブ リ タニキュス』 の序文で次のよう に述べている。
「わずかな材料で作られている簡素な筋の展開, すなわちたった 1 日のうちに生起 し, 終
局に向かって段階を経て進行し, 登場人物たちの利害, 感情, 情念だけによって支えられ
ているよ う な しかるべ き筋の展開がなければ, 同じ筋の展開を, 1 ヵ月もかからなければ
起こ りえないような多くの事件などや, 本当らし くないだけに一層人々を驚かす数多くの
見せ場などや, また, 言わねばならぬ事とは全く正反対の事柄を役者に言わせるようない
つ果てる ともわからぬ朗誦などによって満たされねばならないだろ う。」(3)
ラシーヌは悲劇に対するこ う した見解を, さ らに 「ベレニス」 の序文で次のように補足し
て い る 。
「悲劇で人の心をうつのは, 本当ら しさだけである。 何週間かかってもほとんど起こ りえ
ないような無数の事柄が, 1日で起こる とすれば, そこにどんな本当ら しさがあるだろう
か。 筋の単純さは創意が足りぬ証拠だと考える人々がいる。 実はその逆で, 創意とはすべ






以上の引用文から, ラシーヌが考える悲劇理論を要約するこ とがで きる。 すなわち, 悲劇
の特質は 「本当ら しさ」 le　 vraisemblable　 だけであ り, そのためには 「たった 1 日のう ちに
生起し, 終局に向かって段階を経て進行し, 登場人物たちの利害, 感情, 情念だけによって
支えられているよう な」(5)非常に単純な筋の展開が必要となる。 その場合, 筋の展開を簡潔
にするためには, 悲劇はできる限り破局に近い時点から開始されねばならない。 したがって,
悲劇全体の筋は, 主と して登場人物の口から逐次語られることになる。 ラシーヌ悲劇の登場
人物は, 例えばコルネイユの場合とは異なり, あまり目立つ動作をせず, むしろ言葉の力で
観客に悲劇の想像的世界を喚起させるわけである。ここにおいて, ラシーヌの悲劇は, 「行動」
ではな く , 「語 り」 に基づ く演劇様式を備えている こ とがわかる。 そ う した演劇様式は筋の
単純化と密接に結びつき, 登場人物の 「語り」 による心理的世界を創造する働きをする。 そ











古典悲劇の特徴と して しばしば指摘される三単一の法則 la　 loi　 des trois unit6s は, 悲劇の
形式を規定する法則であることはよ く知られている。 そして, ラシーヌの悲劇では, その法
則はそれぞれ独立した働きをしているのではな く , 相互に緊密に関連しながら, 筋を効果的
に展開させているこ とに注意する必要がある。 そこで, ラシーヌの悲劇作品の中から特に
『フェー ドル』 を取 り上げ, 三単一の法則がそこでどのよ うな機能を果たしているのかを分
析する段取りである。 その分析を試みることによ り, 『フ ェー ドル』 に固有な悲劇の仕組を
ある程度まで解き明かすこ とができるだろ う。
さて 『フェー ドル』 に限らず, ラシーヌの悲劇作品全体に見い出される共通点は, どの作
品も, 筋の展開がで きる限り破局に近い時点から開始されているこ とである。 したがって,




の経過は, ただ必要な要因であるばかりではな く , 登場人物たちの様々な感情の形成と密接
に結びついているわけである。
実際, 『フェー ドル』 第 1幕第3場の中で, フェー ドルのイポリー トに対する恋愛感情が




“Mon　 mal vient　 de plus Ioin. A peine au fils d’ Eg6e
Sous　 les 101x de 1’hymen jem’6tais　 engag6e,
Mon　 repos,　 mon bonheur semblait etre affermi,
Athules　 memontra mon superbe　 ennemi.
●　 ●　 丿　 ● - ●　 sJe　 le vls, Je rougls, Je palls a sa vue;
Un　 trouble　 s’61eva dans moname6perdue;
Mes　 yeux　 nevoyaient plus, je　 nepouvais parler;
Je　 sentis tout mon　 corpset transir et braler.
Je　 reconnusV6nus　 et ses feuχΓedoutables,
D’un　 sang　 qu’eHe poursuit tourments in6vitables.
Soumise　 amon6poux,　 et cachant mesennuis,
De　 son fatal　 hymen jecultivais les fruits.
Vaines　 pr6cautions　 !　 Cruelle destin6e!
Par　 monepoux lul・meme aTrezene am enee,
芦 ・　 夕 ・　 ●y　 ●　 s　 ●　 夕J　 al revul ennem l　 queJ　 ava1s elolgne:
Ma　 blessure　 trop vive aussit6t asaign6.
Ce　 n’est　 plus uneardeur dans mesveines cach6e:
C’est　 V6nus tout　 ent泌re　 asaproie attach6e.”
(私の不幸は, はるか昔に生まれたのだ。 エジェの子テゼーと婚姻の掟のもとに結ばれ, 安らぎと幸
福か得られたよ うに思われたが, すぐにアテネの町はあの誇りに満ちた敵を私に見せつけたのです。
私はその人を見た時, 恥ずかしさで顔を赤らめ, その人の前で青ざめて しまった。 取り乱した私の心
はすっかり動揺したのだ。 私の目にはもはや何も映らず, 口もきけない。 全身がすくみ, 煮えたぎる
のが感じられたのです。 その時, 私は女神ウェヌスとその恐るべき炎, そ して女神がつきまとう血筋
の逃れられぬ責苦を認めたのです。 (中略) 夫におとなしく仕え, 胸の苦しみを押し隠しながら, 私
は不吉な結婚がもたら した子を手塩にかけて育てたが, 全く徒労であった。 残酷な運命よ。 他ならぬ
夫に連れられて トレゼーヌに来ると, 私はかつて遠ざけていたあの敵に再びめぐり会ったのです。 あ
まりに生々しい私の胸の傷からは, たちまち血が流れ出した。 これはもはや, 血管の中にひそむ恋の
炎などではない。 ウェヌスか全身で獲物に襲いかかったのです。)(8)
こ う したフェー ドルの言葉から, 彼女のイポリー トに対する愛情は長い期間を経て形成さ













至るまで容易に運ばれるこ とになる。 フェー ドルの 「ウェ ヌスが全身で獲物に襲いかかった」’
ような錯乱 した心理は, 危機の極限状態を示しているから, そこから一気に破局へ到達する
ためには, もはや多くの事件を必要と しない。 それどころか, 事件らしい事件さえも, 実は
『フ ェ ー ドル』 には見られないのである。
フェー ドルが必然的に破局へ向かう現実の契機は, 次の3点にまとめられる。 すなわち,
夫テゼーの死に関する誤報, テゼーの出現, そして彼からイポリー トのアリシーに対する愛
を知る点である。 しかしこれらの契機は, 彼女の悲劇的結末 (つまり服毒自殺) を引き起こ
す原因と しては, 単なる副次的に役割 しか果たしていない。 フェー ドルの悲劇的状況は, 先
に引用した彼女の言葉から見い出すこ とがで きるように, 実は過去の長い期間を経て徐々に
形成されたのである。 したがって古典悲劇の形式を特徴づける 「時の単一」 から眺めれば,
「フェー ドル」 では 「はるか以前からはぐ く まれていた悲劇的結果の総量」(9) に対 して, 外
部の出来事が推進力を与え, そのために一日のう ちに筋の展開が一気に完了して しまう こ と
になる。 「時の単一」 はこ う して, 筋を効果的に展開させる特質を備えているのである。 し
かしこのような特質は, 「時の単一」 ばかりではなく , 「場所の単一」 や 「筋の単一」 につい
て も認められる。
フェー ドルの悲劇的状況は, ただ 1つの場所ではな く , 様々な場所において形成されたこ
とは, 先に引用 したフ ェー ドルの言葉から明らかである。 その言葉に見られるアテネや ト レ
ゼーヌなどの地名は, 時間に関する表現と ともに登場人物の語りを通して知るこ とができる。
『フェー ドル』 第2幕第2場で, イポリー トが初めてアテネの王族の姫アリシーに対して,
彼女への愛を告白する場面がある。 そこから, 彼が恋煩いのために様々な場所を遍在したこ
とが認められる。
“Moi, qui　 contre　 1’amour f16rement r&volt6,
Aux　 fers　 desescaptifs si longtemps insult6,
Qui　 des faibles morte1s d6plorant les　 naufrages,
Pensais　 toujoursdu bord contempler　 les orages;
Asservi　 maintenant sousla　 communeloi,




Depuis pres de siχmois, honteux, d6sesp6r6,
Portant partout le trait dont jesuis d6chir6,
Contre vous, contre moi, vraiment jem’6prouve:
Pr6sente, je vous fuis; absente, jevoustrouve;
Dans le fond des forats votre image mesuit;
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Moi-meme, pour　 tout　 fruit de messoins supernus,
Maintenant　 je　 mecherche, et nemetrouve plus.
Mon　 arc,　 mesjave10ts, monchar, tout m’importune;
Je　 neme　 souviens plus des leCons de Neptune;
Mes　 seuIs　 g6missements font retentir les bois,
Et　 mescoursiers oisifs ont oubli& ma voix.”
(私は, 今まで尊大に恋にそむき, 人の心を縛る恋の鎖を非常に長い問軽蔑してきました。 そして,
恋に吹き飛ばされた気の弱い人々を憐れみ, 岸辺からその嵐を眺めている と思っていた私ですが, 今
やありふれた恋のさだめに縛りっ けられて, 一体どんな動揺によって, 昔の自分から遠 くかけ離れた
人間になってしまったことで しょう。 (中略) およそ半年の問, わが身を恥じ, 絶望して, 胸を切り
裂いた恋の矢をどこへでも持っていき, あなたに対しても私に対しても反抗しながら, わが身を苦し
めています。 あなたが目の前におられれば避け, おられなければあなたを思い浮かべ, その姿は森の
奥まで私につきまとってきます。 (中略) 余計な苦労の結果, 今ではかつての自分を探し求めるので
すが, もはやどこにも見つかりません。 弓も槍も戦車も, すべてがわずらわし く なり, ネプテューン
が教えて くれた馬術ももう覚えていないのです。私の嘆き声だけが森にひびき渡り, そ して暇な駿馬
どもは私の声など忘れてしまいました。)帥
イポリー トのこう した告白から, 彼のアリシーに対する愛は, 明確な地名こそ見い出すこ
とができないけれども, 決して 1 ヵ所で形成され変貌したのではないことがわかる。 実際,
イポリー トがアリシーに近づき, またフェー ドルがイポリー トに近づ く ように, 恋愛感情を
抱く人物は常に相手のもとへ馳り寄る傾向があるツしたがって, 恋人のいる場所さえ想定さ
れれば, ラシー ヌ悲劇は容易に成り立つのであるツその場合, 一触即発の危機をはらむ悲劇
的状況が, 過去の長い期問を経て様々な場所で形成され, そしてその危機が一挙に破局へ向
かう場所で, ラシーヌ悲劇は展開されるこ とになる。 過去の長い期間に形成されたフェー ド
ルの宿命的な悲劇は, そこで結末に至るので, その筋の動きが拡散していては, 「時の単一」
や 「場所の単一」 で規定された特質を有効に生かすこ とはできない。 できる限り簡単な 「筋
の単一」 が要請されるのは, 破局に近い時点から悲劇が開始し, しかも一気に破局へ向かう
ためである。
『フェー ドル』 は, 「緊迫 した構造」「l」 と 「筋の迅速さ」(1゛ を備えた悲劇であるけれども, そ
の悲劇的世界の中に破局へ向かう 「必然性」 を導入することによ り, その筋の時間的展開は,
発端から結末に至るまで 「円環的」(19な性質を示すことになる。 例えば, フェー ドルが舞台
に初めて登場した時 (第 1幕第3場) , 彼女の祖先である太陽神に向かって次のように語り
かけている。
“Noble　 et　 brmant　 auteur d’une triste famiHe,




Qui　 peut-etre　 rougis du trouble o吐 u　 mevois,
Soleil, je　 te viens　 voir pour la dern16re foisL”
(みじめな一族の気高く輝かしい創造者よ, 私の母はあなたの娘であることを誇りにしていましたが,
あなたは今, 取り乱した私の姿をごらんになって, 恥ずかし くお思いで しょ う。 太陽神よ, 私はあな
たを見収めにやってまいりました。)(le
この言葉は, 彼女が舞台を去る時 (第5幕第7場) に語られる次の言葉と対応していて,
筋の発端と結末が円を描 く ように連鎖的に結びつけられている。
“Et　 la mort, amesyeux d6robant la clart6,
Rend　 au jour, qu’11s souillaient, toute sapuret6.”
に う して死は, 私の目から光を奪い去り, その目が汚していた日の光に, 澄みきった清らかさを返
すのです。) (1刀
筋の発端と結末をこのよ うに結びつけることによ り, 「筋の単一」は一層緊密になっていく。
筋の動きに不要な事柄は, そのために一切省かれることになる。
確かに 『フェー ドル』 における三単一の法則は, 悲劇を外部から制約する働きをしている





『フ ェー ドル』 において, 情念の激 し く錯乱 した様相を示 しているのは, イポリー トに対
して不倫の恋を抱 く フェー ドルである。 そこでは, 情念は一切の理性を忘れた露骨な感情形
態を表わしている。 すなわち, 相手の気に入るような媚態を示す感情ではな く , 相手の人格
すべてを強引に占有しよう とする凶暴な独占欲に満ちた感情を意味するのである。 例えば第
3幕第 1場で, 是非ともイポリー トを所有しよ う とするために, フェー ドルは乳母エノーヌ
に対して次のように命じている。
“Va　 trouver dema part ce　 jeuneambitieux,
( Enone. Fais　 briller la couronneasesyeux・
Qu’il　 mette sur son front le　 sacr6 dia肋 me;
Je　 neveux que1’honneur　 de 1’attacher moi-mame.
C6dons-lui　 cepouvoir quejenepuis garder.
Il　 instruira　 mon fils dans I’art decommander.
Peut,etre　 il　 voudra bien lui tenir lieu de pere.
Je　 mets　 soussonpouvoir et le fils et　 la mare.
Pour　 le 脱 chir　 enfin tente tous les moyens:
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Tes　 discours　 trouveront plus d’accils queles miens.
Presse,　 pleure, 96mis, peins・lui Ph&dre mourante,
Ne　 rougis point de prendre unevoiχ suppliante.
Je　 t’avouerai　 de tout; jen’esp&rQ qu’en toi.”
(さあ, エノーヌ, 私の使いと して, あの若い野心家に会いに行っておくれ。 そ してあの人の目の前
に王冠をきらめかせるのだ。 あの人の頭に神聖な王冠を戴かせてやりたい。 私はこの手で王冠を授け
る名誉以外は何も望まぬ。 どうせ私の手に負えぬ権力なら, あの人に譲ってやり まし ょ う。 そうすれ
ばあの人は, 国を治める術をわが子に教えて くれるでし ょ う。 も しかすれば, 父親代りになってあの
子の面倒を見て くれるかもしれぬ。 私は母子ともども, あの人に仕える覚悟だ。 あの人の心をなびか
せるためなら, どんな手だても厭いはしない。 お前の口から言った方が, 私が言うよ り効き目があろ
う。 せがんだり, 泣いた り, うめいたり, いまにも死にそうなフェー ドルの様子をあの人に話して聞
かせておやり。 恥ずかしがらずに憐れみを乞うのだよ。 お前にすべてまかせよう。 お前だけを頼みに
しているのだから。) (Is
ここには, 独占欲を満たすためには一切の名誉も地位も忘れて しまう動揺した心理状態を
認めるこ とができる。 そ して, フェー ドルはその行為が不可能だと悟る時, 自己の欲望を断
念するこ とはせずに, 相手に対して激しい憎悪感を抱 くのである。 「私はひるむ心を励まし
てあの人を迫害した」(19という言葉や, 「私は非道な継母の邪悪さ を装い, あの人の追放を求
めて絶えず叫び続け, 父親の胸と腕から無理に引き離して しまった」叫という言葉は, 不倫
の恋から生じた罪の意識と切り離 して考えるこ とはで きない。 すなわち, フェー ドルはイポ
リー トを迫害することによって, 自分自身の罪を追い払う妄想に取り付かれたのである。 し
かし, ト レゼーヌで再びイポリー トに会った時, 彼女は「ウェ ヌスが全身で獲物に襲いかかっ
た」 l゛) よ うな激 しい情念に捉えられる。 その時, 彼女は自分の情念を自制するこ とはもはや
不可能であることを感じる。 独占欲に満ちた強い愛情や, 相手を迫害するような激しい憎悪







「ラシーヌ (悲劇) の登場人物を特徴づけるものは, 愛情の力ではなく , 次のような愛情
の形態である。 つまり, どんな犠牲を払っても対象を所有しよう とする点で利己主義的であ
る と同時に, その対象に対する敵意を含んでいて, すべてのものが破局へ向かうような愛情
の形態を指している。」“








生をも死をも拒絶されたフェー ドルの心理的ディ レンマを, 第4幕第6場における彼女の
語りの中に見い出すこ とができる。 そこでは彼女は, 夫のテゼーからアリシーにに対するイ
ポリー トの愛を知った後, 激しい嫉妬心が駆られて狂気に身をまかせるようになる。 そして
突然虚脱状態になり, 彼女は自分自身に次のよう に問いかけるのである。
“Que　 faisje?　 Ofi ma raison seva-t-eHe　 6garer ?
Moi　 jalouse　 !　 Et Th6s6e est　 celui quej’implore!
Mon　 6poux　 est vivant, et moi jebr削e encore!
Pour　 qui ? Quel est le c(x?ur oapr&tendent mesv(l ux　 ?
Chaque　 mot sur mon front fait dresser mes cheveux.
Mes　 crimes d6sormais ont　 comb16 1a mesure.
Je　 respire ala fois 自nceste　 et　 l’imposture.
Mes　 homicides mains, promptes a　 mevenger,
Dans　 le　 sanginnocent bralent de seplonger・
Mis6rable　 !　 et　 jevis ? et jesoutiens la vue
De　 ce　 sacr6 801eil dont jesuis descendue?
J’ai　 pour aieul le pere　 et le maitre　 des Dieux;
Le　 cie1, tout 1’univers est plein de mesaieux.
0a　 mecacher ?　 Fuyons dans la nuit infernale.
Mais　 que　 dis-je? Mon pare　 y tient 1’urne fatale;
Le　 Sort, dit,on, 1’a miseen ses s6vさres mains:
Minos　 juge　 aux enfers tous les pales humains.
Ah　 !　 combien fr6mira son　 ombre 6pouvant6e,
Lorsqu’il　 verrasa filleasesyeux pr6sent6e,
Contrainte　 d’avouer tant de forfaits divers,
Et　 des crimes peut-etre inconnus aux enfers !”
(私はどう したのだろ う ?　 どこ まで思慮分別を失っていく のだろ う ? 私が嫉妬 している とは !
しかもテ ゼー にすがる と は !　 夫が生 きているのに, 私はまだ恋に燃えている とは ! 誰のために?
誰の心を私は求めているのだろ うか?　 こんなこ とを言う ごとに, 恐ろ しさに私の髪が逆立つようだ。
私は罪を重ねて, も し取り返 しがっかな く なって しまった。 私は不倫 と欺哺とを同時に求めている。
この手は, 早 く恨みを晴らそう と, 罪のない人の血に浸ろ う と躍起になっている。 何 というみじめな
私だろ う !　 だのに, この私はまだ生 きているのか? 私は先祖のあの神聖な太陽の光を平気で見て
いられるだろ うか? 私の祖父は神々の父で もあり, 支配者でもあった。 天も全宇宙も, 私の先祖で満








地獄には, 私の父上が宿命の壷を持っておいでになるではないか。 その壷は, 運命の神が父上の厳し
い手にお置きになったという。 ミ ノスは地獄で, 顔を青ざめたあらゆる亡者を裁いておいでになる。
ああ !　 自分の娘が目の前に引き出されて, 数限りない悪逆非道を, きっ と地獄にも知られていない
数々の罪業を打ち明けさせられる姿を御覧になったら, 父上の霊はどんなにおびえ, おののかれるこ
とだろ う。)“
彼女の両親は, 太陽神の娘である母親パシフ ァエ Pasipha6 と地獄で死者を裁 く父親ミ ノ
スである。 この2人の持つ光と闇のイメ ージをフ ェー ドルの存在に対峙させるこ とにより,
彼女自身が抱 く無慈悲なディ レンマが一層強調される ことになる。 彼女は, 不倫の恋という
罪を犯しているために, 太陽神の放つ光を 「平気で見る」 ことがで きない。 したがって, 彼
女は正当に生きていく こ とはで きないのである。 しかしながら, フェー ドルは, 死後地獄の
闇で ミ ノ スが執行するこ とに立ち向かえないために, 死ぬこと もで きず, いわば 「天からも
地から も見放された」゜ 容赦されない存在と見なされる。 しかも彼女はそう したディ レンマ
を自分自身で明確に意識しているので, その心理状態は例えば 『アンドロマ ック』 のエルミ
オー ヌとは著しく異なっている? ここから, フェードルの情念は, 激しい独占欲と憎悪感か
ら成り立ち, そして一切の願望が斥けられて破局へ向かう性質を備えている ことがわかる。
ところで 『フェー ドル』 の筋全体は, 既に指摘 したよう に常にフ ェー ドルを中心に展開さ
れ, 発端と結末が連鎖的に結びついた 「円環的」゛ な時間の展開を示している。 そして自分
自身に対するフェー ドルの冷徹な認識は, 第 1幕第3場で乳母エノーヌに告げる次の言葉に
端的に見い出すこ とがで きる。
“Quand　 tu　 saurasmoncrime, et le sort qui m’accable,
Je　 nenmour r al　 pasm 0 1ns, J　 en mourr al plus coupable.
(私の罪と, 私を打ちひしぐ運命を, お前が知ったと しても, 私は死なずにはいられない。今よりももっ
と罪深い女と して死ぬで しょ う)“
こ う した彼女の自己認識は, 『フ ェー ドル』 全体にわたって認められる。 確かに, 死を急
ぐ彼女を制止 しよう とするエノーヌや外部の出来事(夫テゼーの死に関する誤報と彼の帰還,
およびイポリー トのアリシーに対する愛の報知) により, その認識は時には緩和されること
がある。 しかし 「罪深い女と して死」 のう とするフェー ドルの想念は, 少しも彼女の意識か
ら離れる こ と はない。
第 1幕では, イポリー トと対比させながら, ラシーヌはフェー ドルの意識を一層鮮明に示
している。 フェー ドルより先にイポリー トを舞台に登場させ, そして彼女の宿命的な側面を
彼に示唆させることによ り, 彼女の登場, および乳母に対する罪過に満ちた恋の告白場面を,
作者は準備しているからである。 イポリー トの次の言葉は, フェー ドルの宿命的な側面を象
徴的に表わしていよう。








Depuis　 quesur ces　 bords les Dieuχont envoy6
La　 fille de Minos　 et de Pasipha6.”
(あの幸福な時代は, もはや存在しない。　 ミノ スとパシフ ァエの血を受けた娘が, 神々に送られてこ
の岸辺に姿を現わした時以来, 何もかも様子か変わって しまったのだ。)四
この言葉は, 約半年前に別れた父の行方を探すために現在住んでいる土地を離れるという,
『フ ェー ドル』 の冒頭に見られるイポリー トの台詞と間接的に結びついている。 実際, 彼が
避けよう と しているのは, フェー ドルであるけれども, 彼はまだ状況全体を明確に把握して
はいない。 したがって, イポリー トは父の行方を探す という口実をせざるをえないのである。
ところが彼は, 父の行方を探すためでもな く , また 「ミ ノ スとパシフ ァエの血を受けた娘」
を避けるためでもな く , 実は父が排斥していたアリシーを避けるために, 自分の土地を離れ
るのだと, 偽って述べて しまう こ とになる。
“Hippolyte　 en partant fuit uneautre ennemie:
Je　 fuis, je1’avourai,　 cette jeuneAricie,
Reste　 d’un sangfatal conjur6 contre nous. ”
に のイポリー トが旅に出るのは, も う 1人の敵を避けるためだ。 打ち明けて しまおう , 僕はあの若
いアリシーを避けるのだ。 僕の一家に反逆した呪うべき一族の生き残りであるあの姫を。) (3㎝
こ う した彼の矛盾した言葉は, フェー ドルから逃れるという想念がまだ彼の意識にはっき
りと現われていないことを示している。 そしてまた, 恋を嫌って斥ける傲慢な性質と恋に誘
惑されよう とする性質の双方を兼ね備えたイポリー トが, 父に対する尊敬の念からアリシー
への恋を罪深いと見なしたこ とも, そう した言葉を発 した理由と考えられよう。 しかし, 後
者の理由が実際には間違っているこ とは, テラメーヌの次のような言葉から明らかである。
“Avouez4e, tout　 change; et　 depuis quelques jours
On　 vousvoit moins souvent,　 orguilleux et sauvage,
Tant6t　 faire voler unchar sur le　 rivage,
Tant6t, savant　 dans　 1’art par Neptune invent6,
Rendre　 docile aufrein un coursier indompt6.
Les　 forets denoscris moins souvent retentissent.
Charg6s　 d’un feu secret,　 vosyeux s’appesantissent.
11　 n’en　 faut　 point douter: vousaimez,　 vous bralez;
Vous　 p6rissez d’un mal quevousdissimulez.
La　 charmante Aricie a↓elle　 suvous plaire ?”
(正直におっしゃいませ, 何もかも変わって しまったのだと。 それに近ごろでは, 岸辺に戦車を疾駆
させたり, ネプテューンから伝わる手綱さばきも鮮やかに, はやりたつ駿馬を思いのままに乗りこな







の叫び声が森に響き渡るこ と も少な く なっております。 あなたの目は秘かな炎に燃え, 物憂げになっ
ておられます。 疑う余地はありません, あなたは恋をしておられる, 燃えるような恋を。 人に明かさ
ぬ恋の病いでおやつれなのです。 あの愛ら しいアリシー様を, 好まし く お思いなのでは? )剛
父の行方を探すために自分の土地を離れたり, アリシーを避けるためにそこを離れる とい
うイポリー トの口実は, フェー ドルが現実に目の前に出現する時, もはや何の意味も持ちえ
なく なる。 彼はエノーヌから深い苦悩に打ちひしがれたフェー ドルの到着が告げられる と,
次のように答えるのである。
“11　 suffit:　 jela laisse ences lieux。
Et　 nelui montre point un visage odieuχ。”
(も うよい, あの人をここに残 して引き下がろ う。 そしていやな顔をお見せ しないでおこ う。)冊
明確な理由を示さずにフェー ドルから逃亡しよう とするイポリー トの態度は, この場面ば
かりではな く , フ ェー ドル出現が知ら される ごと に認めるこ とがで きる。イポリー トのフ ェー
ドルに対する関係が, 常に 「彼がフェー ドルに会いに行く のではなく , フ ェー ドルの方が彼
を探 し求める」圀性質を持っているためである。 このよう なイポリー トの言葉こそ, 実は
フェー ドルの尋常ではない様子と彼女の出現を予告 している と考えられる。 しかしフェー ド
ルのエ ノ ーヌにに対する呪わしい不倫の恋の告白は, イポリー トのア リシーへの汚れのない
恋の告白と鋭く対立し, 逆にフェー ドルの罪の深さ を強調する機能を果たすこ とになる。
『フ ェー ドル』 全体を通じて, 自分自身の立場や自分が属 している悲劇的世界をはっ きり
と認識し理解しているのは, フェー ドルだけである。 その場合, フェ ー ドルの属している世
界は, イポリー トやテゼーなどの人物が属 している現実界である とと もに, 現実を越えた世
界であるこ とにも注目しなければならない。 現実を越えた世界では, 恋の神ウェ ヌスや彼女
の祖先である太陽神などの神々が君臨し, それらの神々が目に見える存在と して, フェー ド
ルに視線を投げかけている。 彼女自身は常にその視線を意識 しているために, 第 1幕で行な
われるエ ノーヌ との対話は, それぞれ次元の異なる 2人の間で行なわれざる をえない。フ ェー
ドルは, 一方では現実を越えた世界に君臨している太陽神に対して語 りかけ, 他方では現実
界にいるエノ ーヌに対 して話 しかけている。 そ してフ ェー ドルを現実界へ引き戻すのは, 常
にエ ノーヌに他ならない。 しかしながら, フェー ドルは第3場で 自己の本当の苦悩を打ち明
ける まで, エ ノーヌの問いにはほとんど答えず, 目に見えぬ太陽神に対して話 しかけるだけ
である。 例えば, 彼女は太陽神に対 して次のように死ぬ決意を告白している。








Toi, dont　 ma m己re osait se　 vanter d’etre fille,
Qui　 peut-&tre rougis du troubleoatu　 mevois,
S01e11, je　 te　 viens voir pour la derniare fois.”
(みじめな一族の気高く輝かしい創 り主よ, 私の母はあなたの娘であるこ とを誇 りにしていましたが,
あなたは今, 取 り乱 した私の姿をごらんになって, 恥ずかし く お思いで し ょ う。 太陽神よ, 私はあな
たを最後の見収めにやってまいり ました。)剛
このよう な対話は, 「悲劇的主人公 と沈黙を守る悲劇の神々との間の孤独な対話の中で最
も根源的な」゛ 対話であ り, エ ノーヌはフェー ドルと は異なる世界に属 しているために,
フェー ドルの言葉を理解する こ とがで きない。 しか し, フ ェー ドルの口から死への願望を示
す不吉な台詞をエノ ーヌが知る と, 彼女はフェー ドルを問い詰めて, ついに真実を告白させ
るのである。 その告白をする時に, フェー ドルは初めて 「沈黙を守る悲劇の神 」々 を忘れ,
現実界に属 しているエノーヌに話 りかける こ とになる。
イポリー トに対するフ ェー ドルの恋は, 彼女から逃亡しよう と している 「現実のイポリー
トヘの恋ではなく , 架空の存在, 宿命的な罪深い情念をかき立てるこ とのできる純粋で力強
いイポリー トヘの恋」叫である と見な される。 すなわち彼女は, 理想化 したイポリー トを追
い求めているのである? そして彼女は死ぬ決意をするけれども, その時パノ プーからテゼー
の死に関する誤報が彼女の所へもたら される。その結果, エ ノーヌは自殺の決意を したフェー
ドルに, 彼女の恋が 「世の常の恋」(測une　 flamme　 ordinaire　 になったと告げ, 彼女を現実界へ
引き戻すのである。 フェー ドルはエノーヌに対 して, 自分の子を庇護する義務を次のように
述べる。
“Vivons, si　 vers la　 vie on peut meram ener ,
Et　 si　 l’amour d’un fils en cemoment funeste
De　 mes faibles esprits peut ranimer le　 reste.”
(生きよう。 も し元通り元気になれるものなら。 そしても し, 死の影に覆われたこの時, わが子への
愛情が, わずかに残る気力を蘇らせることができるならば。)倒
彼女はこのようにして現実界を容認 し, イポリー トの前で不倫の恋を告白するこ とになる。
しかし彼女が求めているのは理想化されたイポリー トであるために, そのイメ ージが裏切ら
れた時の彼女の心理は, 一層悲劇的な様相を示すのである。 したがって, 彼女はエノーヌの
助言によって死ぬ決意を放棄するけれども, それは 「沈黙を守る悲劇の神 」々 から言い渡さ
れた一時的な執行猶予に過ぎない。 その期間中, フ ェー ドルはともかく忌わしい罪から解放
されている。 しかし理想化されたイポリー トを追い求める幻想を抱いているために, 彼女は
第4幕第4場でテゼーからイポリー トのアリシーに対する愛を知らされた時, 激しい嫉妬心
をアリシー に抱くとともに, ますます罪の意識を持たざるをえなくなるわけである?










白のすぐ前で, ラシーヌはアリシーとイポリー トを登場させ, やはり第 1幕と同様, イポリー
トはフェー ドルの出現を予告する役割を果たしている。 ヴァ レリーの表現を借りれば, 彼は
フェー ドルの胸中から 「かつて情熱が抱かせた最も高貴な淫欲と悔恨の響きを引き出すため






い。 第4幕第 4場でイポリー トのアリシーへの恋を知った時, フ ェー ドルの期待はまさにそ
のために一挙に破れ, 激 しい嫉妬心へと変貌するのである。 他方, アリシーのイポリー トヘ
の恋は, フェー ドルのよ うに一方的な独占欲に支えられた愛欲ではな く , 相手が果たして自
分を必要と しているのかどうかという, 愛の確証を相手に求める恋であることは, イスメー
ヌに対して述べるアリシーの言葉でわかる。
“J’aime, je　 priseen lui de plus nobles richesses,
Les　 vertus de son pere, et non point les faiblesses.
夕 ●　 ●　 〆 ● ● X J
J　 alme, Jel avoural, cet　 orguell genereux
Qui　 jamaisn’a　 f16chi　 sousle jougam oureux .
Phadre　 en vain s’honorait des soupirs de Th6s6e:
Pour　 moi, jesuis plus fiere, et fuis la gloire ais6e
D’arracher　 un　 hommageamille autres offert,
Et　 d’entrer dans un c(χ2ur　 de toutes parts ouvert.
M ais　 de　 faire f16chir uncourageinfleχible,
De　 porter　 la douleur dans uneameinsensible,
D’enchainer　 un　 captif de sesfers 6tonn6,
Contre　 unjougqui lui plait vainement mutin6:
C’est　 la　 cequejeveux , c’est la cequi m’irrite.”
(私があの人をお慕わし く思うのは, あの人に備わっている最も貴い宝があり, 父君からお受け継ぎ
になった数々の芙徳であって, その弱みではないのです。 本当を言えば, 私は一度も恋の軌に屈服し
たこ とのないあの気高い心を愛しているのです。 フェー ドル様があのテゼー様に愛されたと自慢され
ても何にもならない。 私はもっと誇りを持った女です。 他の大勢の女にも捧げた誉め言葉を強いて相
手に言わせ, どこからでも恋の入りこめる心に忍び入るようなたやすい名誉は欲しくはない。 それよ
り私は, なびいたことのない心をなびかせ, 物に動ぜぬ心を悩ましてみたいのです。 まといついてい
る恋の鎖で身の白山が利かなくなって驚きあわてる相手の男を否が応でも虜にして しまう ことです。









このような感情は, 相手の気を引きつけよう とする傾向が強く なった感情に他ならない。
ところで第2幕では, アリシーとイポリー ト, およびフ ェー ドルとイポリー トのそれぞれ
2人の間で演じられる行動様式は, 非常に類似した性質を示している。 まず前者では, イポ
リー トがアテネの王位をアリシーに授けるためにやって来る。 しかし彼は, 意に反して, つ
いに彼女に対する潔白な恋を打ち明けて しまう。 同様に, フェー ドルは自分の子供の将来を
気づかい, イポリー トに父親代りになってもら うために, アテネの王位を彼に授けにやって
来る。 しかし, 彼女もやはり, 意に反して彼に対する不倫の恋を打ち明けて しまう。 その時,
イポリー トはフェー ドルの登場を準備する役割を演じ, 次の台詞に示されるよう に, 彼女か
ら逃亡する意向を述べるのである。
“Ami, tout　 est-il　 pr6t ? Mais la Reine s’av ance.
Va, que　 pour　 le d6part tout s’arme　 en dHigence.
Fais　 donner le signal, cours, ordonne et　 revien
Me　 d611vrer　 bient6t d’un facheuχentretien.”
(どう だ, 用意はすっか り整ったか?　 だが王妃がやって来る。 さあ, 大急ぎで出発の手はずだ。 の
ろ しを上げさせろ。 駈けて行って指図をして く れ。 そ して帰って来て, いやな会見から僕を救い出し
て くれ。)㈲
フェー ドルがイポリー トに対 して恋の告白を決意したのは, テゼーの死に関する誤報とエ
ノーヌによる忠告を受け入れ, しかも見えぬ神々の視線を彼女がほとんど意識しなく なった
ためである。 その結果, 彼女はイポリー トの中に, 理想化されたテゼーの姿を見い出し, 彼
女の抱いている幻想は次第に肥大化 していく。 すなわち, 彼女はイポリー トの中に, 「情念
に対 しても名誉に対してもどんな罪過を犯すこ となく現実に愛 しえたかも しれない夫」(49を
見い出す。 彼女の抱 く 恋は, こ う して現実界を越えた 「過失と放棄も伴わぬ価値ある恋」卿
へと転化し, 理想化された夫と恋が次のように語られる。
“Je　 1’aime,　 nonpoint tel quel’ont　 vu les enfers,
V01age　 adorateur　 de mille objetsdivers,
Qui　 va du Dieu des morts d6shonorer la　 couche;
Mais　 fidele,　 mais fier, et memeunpeu farouche,
Charmant, jeune, trainant　 tous　 les c(χlurs apr6　 soi,
Tel　 qu’on　 d6peint nosDieuχ, 0 u tel quejevousvoi.
11　 avait　 votre port, vos yeux, votre langage,
Cette　 noble pudeur c010rait son visage,
Lorsque　 de notre Cr6te il　 traversa les flots,






(私はテゼーを愛 している。 それも, 地獄に姿を現わしたような, 多く の芙女に愛を捧げるテゼ ,ー
死の神の閏を汚しに行 く テゼーではな く て, 頼もしい, 昂然と した, 荒々しい感じさえする。 どんな
心もなびかせて しまう , 美 しい, 若々しいテゼー。 話に聞 く神々にも似た, また, 今こ う して見てい
るあなたそっ く りのテゼーを。 あの人は, 姿といい, 眼といい, 話し方といい, あなたそのままだっ
た。 あなたと同じ, その清らかな恥じらいに頬を染めて, ク レータの波路を越えて来たテゼーは, ミ
ノ スの娘たちに慕われるにふさわしい人だった。){4刀
フェー ドルが求めている恋の対象は, 現実のイポリー トではな く , 現実界にはいない完全
無比な理想化 されたイポリー トである。 したがって, フ ェー ドルの想念が現実界を越えてい
るために, イポリー トは彼女の理想化された恋を全く理解するこ とがで きな く なる。 こ こに
おいて, フェー ドルが実際に恋の告白を し, しかも相手のイポリー トがそれを拒絶するのを
彼女が知る時, 彼女はもはや現実界で生きてゆく こ とがで きず, 彼から剣を奪って自殺を企
てる。 しかし, 第 1幕第5場で見られたのと同様に, エ ノーヌがフ ェー ドルの自殺を制止し,
現実界へ連れ戻すのである。 その時, エ ノーヌは, 次のよう に彼女に国事に携わるこ とを勧
め る 。
“Ainsi　 dansvos　 malheurs nesongeant gu’a vous plaindre,
Vous　 nourrissez　 un feu qu’iI vous faudrait 6teindre.
Ne　 vaudrait-il　 pasmieuχ, dignesangdeMinos,
Dans　 de plus　 nobles soins chercher votre repos,
Contre　 un ingrat qui plait recourir　 ala fuite,
R6gner, et　 de 1’Etat embrasser la conduite ?”
(そんなふう に, あなたは身の不幸を嘆 く ことばかりお考えになり, 消さねばならぬ恋の炎を一層か
き立てていらっ しゃるではありませんか。 むしろ, ミノ スの娘と して恥ずかし く ないよう , もっ と尊
い務めのこ とを考えて, お心の安定を求めになってはいかがですか?　 逃げよう とするあの情知らず
な男を見下して, 君臨し国の統治に専念される方がよくはございませんか? )㈲
フェー ドルは, エノーヌの助言に耳を貸すことな く , イポリー トに拒絶されたとはいえ,
まだ彼に対 して理想化された恋を抱いている。 そう した恋は, もはや実現不可能であると
フェー ドルが認めた後に形成された幻想であるこ とに注意する必要がある。
彼女はイポリー トに拒絶された後, 恋の女神ウェ ヌスに対 して, 彼の恋が生まれるように
祈り始める。
“O　 toi,　 qui vois la honteoajesuis descendue,
lmplacable　 V6nus, suis-je　 assezconfondue ?
Tu　 ne　 saurais plus 101n pousser ta cruaut6.
Ton　 triomphe est　 parfait; tous tes traits ont port6.
Cruelle, si　 tu　 veuχ unegIoire nouveHe,






Hippolyte　 te　 fuit, et bravant ton courroux ,
Jamais　 ates　 autels n’a　 fk hi　 les genouχ.
Ton　 nom semble offenser ses　 superbes oreilles.
D6esse, venge-toi:　 noscauses sont　 pareiHes.
Qu’il　 aime.”
(おお, 汚辱の私を眺めている女神よ, 仮借ないウェ ヌスよ, これほど私を辱しめれば, 十分ではあ
り ませんか?　 これ以上残酷な仕打ちを続けるこ とはで きますまい。 あなたの勝利は完全です。 あな
たの矢は, 残らず私の胸を貫きました。 冷酷な女神よ, も しあなたが新たな栄光をお望みなら`ば, 私
よ り ももっ とあなたに逆らっている敵を襲って下さい。 イポリー トはあなたを避け, あなたの怒 りを
恐れず, これまで 1度もあなたの祭壇にぬかずいたこ とはあり ません。 あなたの御名さえ, あの思い
上がった人の耳を傷つけるようです。 女神よ, 復襲して下さい。 あの人は, あなたと私にとって共通
の敵なのです。 どうかあの人が恋をしますように。)㈲
しかし彼女の願望は, その直後にエノーヌから夫テゼーの帰還を知ら された時, 一挙に破
壊され現実界へ引き戻されるのである? そこでフェードルは, 以前にもまして自己の罪の深
さを意識するよう になる。 他方, エ ノーヌは, 既に指摘 したよ うに, フェー ドルに現実の生
へ向かわせること しか考慮しない。 その場合, 妥当な善後策は, もはやイポリー トに無実の
罪を被せて咎めること しか残されていないのである。 フェー ドルにその方法を強いるエノー
ヌは, 例えば 『ブリタニキュス』 で, ローマ皇帝ネロに悪事を勧めるナルシスの性格と類似
している。 しかしエノ ーヌは, ナルシスほど陰険ではな く , フ ェー ドルを是非 と も救おう と
する強い決意に基づいて, そう した陰謀を企てるのである。 それに対 してフェー ドルは, た
だ茫然自失した状態でエノーヌの忠告に従う に過ぎない。 すなわち, フ ェー ドルは, エ ノー
ヌの陰謀に対 して罪の意識すら抱いていないのである。 その時, 彼女はエノーヌに次のよう
に告げる こ とになる。
“Ah　 !　 je　 vois Hipp01yte;
Dans　 ses　 yeux insolents, jevois maperte 6crite.
Fais　 cequetu voudras, jem’abandonneatoi.
Dans　 le　 troubleo的e　 suis, jenepuis rien pour moi.”
(ああ !　 イポリー トが見える。 さげすむよ うなあの眼差 しは, 私の身の破滅を告げている。 お前の
思 う通 りにしてお く れ, 何 もかも まかせよ う。 心が乱れて, 自分のために何 をする こ と もで きな
し`o)剛
フェー ドルは, その直後にテゼーとイポリー トに会い, 特にテゼーには直接に名前を告げ
ないけれども, イポリー トから辱 しめられたこ と を示唆する。 それはただエ ノ ーヌの助言に
従った虚偽の非難ではあるが, イポリー トはその言葉の意味内容を全 く理解しないのである。






● 丿 ● ●
ラシーヌの演劇様式
“Oa　 tendait　 cediscours qui m ’a　 glac6 d’effroi ?
Phd re, toujours　 en　 proieasafureur eχtreme,
Veut-elle　 s’accuser　 et　 seperdre elle-meme ?
Dieux　 !　 quedira le　 Roi ! Quel funeste poison




De　 noirs pressentiments viennent m’6pouvanter.
Mais　 I’innocence　 enfin n’a　 rien aredouter.”
(何のために身も凍るよう なあの恐ろ しい話を私にしたのだろ う ?　 フェー ドル様は底知れぬ狂気に
取り付かれたまま, わが身を責めて, 身の破滅をお招きになるつもりだろうか?　 ああ !　 父上は何
とおっ し ゃる だろ う か ?　 恋は何という致命的な毒気をこの宮殿の至る所にまき散ら したこ とだろ
う。 (中略) 何かしら不吉な予感がひしひしとこの身に迫って来る。 しかし, こちらが潔白ならば何
ひとっ恐れることはない。)M




のである。 そ してイポリー トが真相を暗示すると, テゼーはその真相に少しでも耳を傾ける
どころか, 怒りに駆られ, 彼の現実界に対する錯誤は頂点に達する。 彼はそこで, イポリー
トに対 し, 次のように激し く非難をするこ とになる。
“Quoi　 !　 ta　 rageamesyeux perd toute retenue ?
Pour　 la derni& e　 fois, 6te-toi demavue.
Sors, traitre. N’attends　 pasqu’un p己re　 furieuχ
Te　 fasse　 avecopprobre arracher deceslieuχ。”
(何だと ?　 父の前で, 狂乱のあまり慎 しみを忘れて しまったのか? もう 1度だけ言ってやる, ど
こかへ消えて しまえ, 出て行け, 裏切 り者め。 ぐずぐずしている と, この父は怒りにまかせて, お前
をここから引きずり出させ, 辱しめてやるぞ。)M
要するに, テゼーは 「錯誤の中に生きる人物」9 であ り, しかも欺かれる ことを自ら望み,
錯誤に満ちた世界を容認する人物である。 実際, 彼は, フェー ドルがイポリー トをかばうた
めにやって来ると, 現実界を少しも知ろ う とはせずに, 次のよう にただ欺かれることだけを
求めている。
“Dans　 toute　 leur noirceur retracez・moi sescrime;
Echauffez　 mes transports trop lents, trop　 retenus.”




そして, 海の神ネプテューンに祈願したイポリー トの死が現実となった時, テゼーはフェー
ドルから真相を告げられるまで, 「わしの目が相変わらず欺かれていて もよいと しようJMJe
consensque　 mesyeux soient toujoursabus6s. と述べて, あ く まで錯誤の世界に留まることを
望むのである。
しかしながらフェー ドルは, イポリー トやテゼーとは異なり, 自分の属している現実界を
正確に理解し, しかも自己の悲劇的な運命を冷厳に把握している。 特に第4幕第4場でイポ
リー トのアリシーへの愛をテゼーから知らされた時, フェードルは自己の運命をはっきりと
知ることになる。 理想化されたイポリー トヘの恋の破滅は, 単にイポリー トがアリシーを愛
していることをフェー ドルが知ったばかりではなく , イポリー トに対する彼女の理想像が崩
壊したこ とにも起因している。 フェー ドル自身の表現を借りれば, テゼーから知った現実の
イポリー トは, アリシーを恋していると ともに, 「おとな し く , 手なずけられて, 征服者の
前にひれ伏したJM人物となったのである。 こ う した 2重の打撃のために, 彼女はますます
自己の存在を冷厳に見つめていき, 2人 (イポリー トとアリシ )ー の恋と自己の存在を比較
しながら, 次のように述べる。
“H61as　 !　 ils　 sevoyaient avecpleine licence.
Le　 ciel de leurs soupirs approuvait 1’innocence;
11s　 suivaient sansremords　 leur penchant amoureux;
Tous　 les　 joursselevaient clairs et sereins pour eux ・
Et　 moi, triste rebut dela nature entiare,
Je　 me　 cachais aujour, jefuyais la lum16re.
La　 mort　 est le seul Dieu quej’osaisimplorer.
J’attendais　 le moment　 ofl j’allaiseχpirer;
Me　 nourrissant　 de fiel, de larmes abreuv6e,
Encor　 dans mon malheur de trop prasobserv6e,
Je　 n’osais　 dans mespleurs menoyer aloisir;
Je　 goatais en tremblant　 cefuneste plaisir,
Et　 sousun front serein dをguisant mesalarmes,
11　 fanait　 bien souvent mepriver de meslarmes.”
(ああ !　 あの人たちは思いのままに会っていたのだ。 2人の恋の吐息の汚れなさを, 天も許してお
いでになったのだ。 2人は何のやましさも感じないで恋路を辿っていたのだ。 来る日も来る日も, 2
人にとっては澄み渡った穏やかな日ばかり。 それに比べてこの私は, 天からも地からも見放されたみ
じめな女, ひたすら陽の目から身を隠し, 光を避けていた。 私のすがった神は死神ばかり。 息を引き
取る時が来るのを待ち焦がれて, 苦い悲しみを心の糧と し, 涙でのどをうるおしていた。 そのうえ,






ら, この不吉な喜びをかみしめていた。 そして晴ればれした顔を作っては憂いを押し隠し, 何度とも
なく こみ上げる涙を押さえねばならなかったのです。)剛
『フェ ー ドル』 の冒頭で見られた自己の運命に対するフ ェー ドルの冷厳な認識は, ににに
おいて, 曖昧な点をすべて除かれるこ とになる。 イポリー トとアリシーは 「天も許しておい
でになった」 存在であり, 他方フェー ドルは 「天からも地からも見放されたみじめな」 存在
であり, 2人と彼女は越え難い壁で決定的に峻別されるのである。 第1幕では, 神々から一
時的な赦免を得られる と期待する心の余裕が, 彼女の心にはまだ残っていた。 したがって,
フェー ドルは自分の物狂おしい恋の原因を恋の女神ウェヌスの責任に転嫁することができた
のである。 しかし今や, すがりつ く こ とのできる神は死神だけであり, 彼女は自分の過失の
重大さ を明確に知るこ とになる。 現実界に生きていく こ とは, もはや不可能となり, むしろ
現実界から消え去るこ とだけがフェー ドルに残された唯一の行動とならざるをえない。 そし
て彼女は, 太陽神の娘である母親パシフ ァエと地獄で死者を裁 く父親ミ ノスの持つイメ ージ
を自己の存在と対峙させ, 生をも死をも拒絶された無慈悲なディ レンマに陥るのである。 し
かし自己の罪の重大さ を明確に知った彼女にとって, もはや一刻の猶予もな く , フェー ドル
は次のように自己の悲劇的な運命を打ち明けることになる。
“H61as　 !　 du　 crime affreuχdont la hontemesuit
Jamais　 montriste　 c(χ2ur n’a　 recuemi le fruit.
Jusqu’au　 dernier soupir, de malheurs poursuivie,
Je　 rends dans les tourments　 unep6nible vie.”
(ああ, 恐ろ しい罪の汚辱だけは, どこ まで もっ きまと うのに, 私の不運な心は, そこから何ひとつ
得るものはなかった。 息を引き取る時まで, 私は数々の不幸に追いつめられて, 辛い一生を苦悶のう
ちに終えるのです。)剛
他方, エ ノーヌはフェー ドルに対 し, 「弱さは人間にとってあまりにも自然のもの。 死す
べき女と生まれたからには, 女と しての運命に従う こ と」“ だと述べて, 現実的な妥協策を
提案する。 しかし自己の運命を既に知り尽く したフェー ドルは, ただエノーヌを激しく非難
するだけである。 エノーヌは, フェー ドルに忠実に仕える乳母と して, 様々な忠告をして来
たが, それがフェ ー ドルから非難される こ とになる とは全 く予期 していなかったにちがいな
い。 その結果, エノーヌは次のように神々と自己の運命を呪うことになる。
“Ah, Dieux　 !　 pour　 la servir j’ai tout fait, tout quitt6;
Et　 j’en reCois ce　 prix ? Jel’ai bien m6rit6.”
(ああ, 神々よ !　 王妃に仕えるために, 私は何で も した, 何 もかも捨てた。 その報いがこれとは?
だがこれも, 全く身から出た錆なのだ。)剛
この台詞は, エ ノーヌとフェー ドルの属している世界が全 く断絶 している ことを表わして






る こ とがで きないので ある。
こ う して, フェー ドルが最後に舞台に登場する までは, 「世界の宿命的で, 無秩序な騒
乱」(63がそこに見られるに過ぎない。 彼女はメ デーがアテネに持って来た毒薬を既に飲み,
次のような言葉を述べて息を引き取るこ とになる。
66　 J ● t　 ●　 夕。 ●DeJa　 Jusqu amon c(xtur　 le venm parvenu
Dans　 ce　 c(χ?ur expirant jetteun froid inconnu;
D6ja　 jene　 vois plus qu’a　 travers un nuage
Et　 le　 cie1, et l’6poux quema pr6sence outrage;
Et　 la　 mort, amesyeux d6robant la clart6,
Rend　 aujour, qu’ils souillaient, toute sapuret6.”
(もう胸まで来た毒は, 息絶えよう とするこの胸に, 何とも言えぬ冷たさを感じさせます。もう霞がかっ
たよう にしか見えません, 私がここにいるだけで辱 しめを与えている天も, 私の夫も。 そして死は,
私の眼から光を奪い去る と同時に, この眼のために汚されていた日の光に, 隅な く澄んだ清らかさを,
取り戻させるでしょう。)M
フェー ドルの死によ り, 唯一の汚点を記 していた現実界は, 「隅な く 澄んだ清らかさ」
toute　 sa puret6 を復元し, 彼女によって生じた 「無秩序な騒乱」 は終止符を打つのである。
ここでは, 第 1幕第3場で語られた 「太陽神よ, 私はあなたを最後の見収めにやってまいり
ました」紬という フェー ドルの言葉と対応 し, 時の展開は 「円環的」闘な形態をとっている。
こう してみると, 『フェードル』 は, 自己の悲劇的な運命を把握したフェー ドルが, 現実界
における自己の位置を次第に明確に意識化していく作品であることがわかる。 すなわち, そ
こには, 「悲劇的人物が世界に対し自己の要求を強いるこ とにより妥協することなく生きら
れる となお信じているがゆえに急転があ り, 自分が幻想に捕われていたことをついに気づ く
ために認知丿が見い出され, 『フェードル』 の演劇的構成はそうした「急転」 と 「認知」 を
伴う悲劇的世界によって特徴づけられるのである。
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(7) 例えば 「ベレニス」 におけるティ テュス。 既にパレスティ ナの女王ベ レニスとの結婚を決意して
いたローマ皇帝テ ィテュスは, 腹心のポーラ ンから異国の血が混じるこ とを禁じたローマの苛酷
な掟を知り, 彼女に対する恋が一層重要な価値を持っていることを認識する (第2幕第2場)。
(8) Racine: 民砲r。 嶋 ぶ。 PP.　 758- 759・
(9) 田中敬次郎 『ラシーヌ研究』, 社会思想社, 昭和47年刊, P. 154.
闘　 Racine: Phj(1Te, 0p. ぶ 。 PP. 766- 767.
(H) その典型的な例は, 常にイポリー トを追い求めるフェー ドルである。 また恋人の死のもとへ馳せ
り寄る例と しては, 第5幕第6場でテラメ ーヌが語るアリ シーの行動を取 り上げるこ とができる。
(旧　 例えば, 「ベレニス」 では, アンテ ィ オキュスが次のよう に述べる場所で悲劇が展開される
“La　 pompedeces lieuχ,
Je　 le vois bien, Arsace, est　 nouvelle ates yeuχ.
Souvent　 cecabinet superbe et solitaire
Des　 secrets　 de Titus est le d6positaire.
C’est　 ici　 quelquefois qu’il secacheasa cour,
Lorsqu’il　 vient ala Reine expliquer　 son amour.
De　 son appartement cette　 porte est prochaine,
Et　 cette　 autre conduit dans celui de la Reine.”
に のあたりの華やかなたたずまい, どうだ, アルザス, お前には目新しいだろう。 この壮麗で
人気のない部屋は, しばしばテ ィ テュスの胸の秘密の隠れ場となる。 皇帝は, 時々わずらわし
い宮廷をのがれて, この部屋でベ レニスにその数々の愛 を語る と言われている。 こちらの扉は














叫 lbid., P. 790.
叫　 エルミオーヌは腹心の侍女ク レオーヌに対して, 「私は恐い, 今自分がどんな気持でいるのかを
知るこ とが」 “Je　 crains　 demeconnaitre en l’6tat　 oajesuis.” (Racine: /1nお回lα卯e, 弟 ぷ。P. 259)
と述べている。
剛　 Lucien　 Goldmann, 砂。㎡ 。 P. 439.
叫　 Racine: 帰 &19 , ゆ。ぷ 。 P. 757・
叫 lbid., P. 750.
叫 7m .
(31) lbid., PP. 752- 753.
剛　 川 d., P. 753.
叫　 Lucien　 Goldmann, ゆ。確 。 P. 425.
㈲　 Racine: 帰 d g, ゆ。耐 。 P. 754,
叫 Lucien　 Goldmann,　 ゆ。耐 。 P. 429・
(癩　 lbid., P. 432.
(3力　 この点について, ポール・ ヴァレリーはフェー ドルの性格を次のように述べている。 すなわち,
「フェー ドルは初々しい若さの女ではありえない。 彼女は真に恋のために生まれた女, まるでそ
のために特別に生まれたような女か, 自分の持っている愛する力をあらん限りの激しさにおいて
感じる年齢である。 生命が充実しきっていて, しかも満たされないことを自覚するあの時期に,
フェー ドルはいるのである」 と。 (Paul　 Va16ry:　 & r帰砲g μmmg,　 0euvres, tome l,　 ed.　 Jean
Hytier, Biblioth朗ue　 de　 la P161ade, Paris, Gammard, 1957, P. 504)
したがって, フ ェー ドルは, ヴァレリーが指摘する性格を持っているからこそ, 理想化されたイ
ポリー ト像を追い求めることになる。




「テ ィエ リ ・モニエは, イポリー トの合意が得られるとするフェー ドルの希望には, その最も奥
深い点に至るまで逆説的な所がある と力説しているか, 実際そのとおりだ。 なぜなら一 自らの
道徳と要求によってー フェードルがイポリー トのうちに愛しているのは, 彼女が彼の中にある
と思っているー これは思い過ごしである一 世界と無縁で, 対立する点, また彼をテゼーから
隔てているー と彼女は思いこんでいる一 点に他ならないからだ」 (Lucien　 Goldmann, 01)パit、,
P. 433.)
叫) Paul　 Va16ry, ゆ. cil・, P. 500.
鴎　 Racine: 民 砲9 , 弟 dl・, P. 758・
叫　 lbid., P. 764.
㈲　 乃吐 , P. 768.
㈲　 Lucien　 Goldmann, 砂. dl・, P. 433・
㈲　 川 d.
(4力　 Racine: Ph&1Te, op、cit・, P. 770・
㈲ lbid., P. 774.
㈲　 畑 (1., P. 776.













「その不幸な女性 (= フェー ドル) が身を委ねている無分別な夢は, 彼女を現実における最も残
酷な失墜に向かわせた。 フェー ドルが最初にして最後に, 期待の絶頂時に, 希望していたまさに
その時, 夫が突然やって来たのである。」 (Jean　 Pommier: 心 μ心 加 ぬ & 1。 Paris, Nizet, 1954, P.
195.)
Racine: Pk&1Te, ゆ. dl., P. 779.
Lucien　 Goldmann, ゆ. dl., P. 426.
Racine: F九&1防, ゆ。ごil., P. 782.
1bid., P. 787.
Lucien　 Goldmann, ゆ. dl・,　 P. 426.
Racine:　 ? 11ed9 , ゆ. Cit., P. 788.
1bid., P. 80 1.
1bid., P. 790.
1bid、
lbid., PP. 79 1- 792.
1bid., P. 792.
1bid.
Lucien　 Goldmann, ゆ. dl., P. 439.
Racine: Pk&1Te, 0p. c征, P. 802.
1bid、, P. 754.
Lucien　 Goldmann, Ol). Cit., P. 439.
1bid、, P. 352.
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